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(1) 

aFF  )1(,0)0( であり、 0)1(,)0(  GaG であるから 

  qxpGxFxGF  )()())((
2  ──① より 

0x のとき qpaaF )(  

1x のとき qaF  20)0(  2aq   

また、 adttfxGxF  
1

0
)()()( より )()( xGaxF   ①に代入すると 

     )()2()()()())((
222

xGpaxGaxpGxGaxGF   

 

)(xG を xで置き換えれば xpaxxF )2()( 2   

これは 0)0( F を満たす。 aF )1( より apaF  21)1(  1 ap  

 

以上により xaxxF )1()( 2   ……(答) 

これは aF )1( を満たし、 aqpaaF )( を満たす。 
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 1≧a のとき )(xF の最大値は、
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1
)1(  aF となり、不適。 
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 11  a のとき )(xF の最大値は、
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より 

 2)1( 2 a  21a  適するのは 21a  
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a
 1≦a のとき )(xF の最大値は、 0)0( F であるから、不適。 

 

以上により 

 xxxF 2)( 2   22)()(  xxFxf  ……(答) 
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